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１．はじめに 

 凍害や塩害等による複合劣化を抑制し既存構造物の長寿命化を目的とした表面含浸工法の適用が近年増加

している 1)．しかし，含浸工法が適用された構造物に自然電位法による測定を行うと含浸材の影響で測定結

果が実際の状態とは異なる結果を示す可能性がある．そのため，従来の腐食判定法や規準を適用することが

難しいと考えられる．そこで本研究は，含浸材の塗布が測定結果に与える影響について検討を行った．  

２．実験概要 

供試体は普通ポルトランドセメント，細骨材に海砂を用

い，水セメント比 55%，150×100×100mm の角柱モルタルを作

製した．かぶり深さ 30mm，50mm の位置に φ10×90mm の鉄

筋を埋設し，φ10×90mm のステンレス鉄筋を鉄筋間に並列

して埋設した．また，鉄筋直上に塩ビパイプを埋め込んだ．

28 日間の湿布養生後は，試験面を除く全ての面をエポキシ樹

脂で被覆した．図－1 に，作製した供試体概要を示す．表－1 

には，実験で用いた含浸材種類および性状を示す．実験には， 

シラン系含浸材 2 種類およびけい酸塩系 1 種類をそれぞれ用

いた．含浸材塗布後は，塩ビ管内に NaCl 水溶液を貯溜しな

がら，温度 20℃・相対湿度 80%の環境に静置して，塩ビ管内

からと含浸材塗布面から定期的に自然電位の測定を行った． 

写真－1 には，含浸面および非含浸面(塩ビパイプ)からの自

然電位測定の様子を示す．また，ブランク供試体として，測

定位置による自然電位の相違を確認するために無塗布を設

けた．この供試体に限り，データロガーを用いて自然電位の

モニタリングを行った．なおいずれの自然電位の測定は，銀

塩化銀電極(Ag/AgCl)で行い，その結果を銅硫酸銅電極(CSE)

の電位に変換した．  

３．結果及び考察 

 図－2 にはかぶり 30mm 鉄筋における含浸面および非含浸

面から経時的に測定された自然電位の関係を示す．測定期間

は，現在のところ養生終了後から 450 日目までの結果である．

また，図－3 には，同様にかぶり 50mm 鉄筋における自然電位の関係を示す．無塗布供試体の自然電位は，

含浸面と非含浸面の位置で同等の値を示しており，測定位置の違いの影響はないと考えられる．一方で，シ

ラン系を塗布した場合には，含浸面と非含浸面の間に違いが確認され，含浸材の塗布が自然電位の測定結果

に影響を与えることが分かった．含浸面から測定された自然電位は，非含浸面よりも貴な値を示している．

また非含浸面の自然電位が-350mV よりも卑になっているにも関わらず，含浸面では未だに腐食判定の閾値 
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図－1 供試体概要 

含浸材(略称) シラン系 A シラン系 B けい酸塩系 

性状 

主成分 
アルキルアルコ 

キシシアラン 

シラン及び 

シロキサン 

けい酸 

ナトリウム 

種類 無溶剤 反応型 

外観 無色透明液体 半透明ジェル 
無色透明 

液体 

撥水角 143.5 148.0 - 

含浸深さ 4.54 1.84 - 

施工 

塗布量

(g/m2) 
250 100 250 

塗布時の 

表面水率(%) 
8 以下 6 以下 6～8 

表－1 表面含浸材の性状 
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に達していないのが分かる．この傾向は，かぶり深さに関らず同様

であった．また，シラン系の種類による違いは，今回の結果からは

明確にできなかったが，含浸深さは大きく異なるものの，撥水角は

同等であることから，測定結果に与える影響は，含浸深さより撥水

性能の影響の方が支配的であると推察できる．次に，現在の測定さ

れた値から近似直線を導き非含浸面の自然電位-350mV との交点に

おける自然電位を求めたところ，概ね-250mV 程度であった．その結果を表－2 に示す．シラン系 A における

自然電位には，かぶり 30mm で-268mV，かぶり 50mm で-252mV，シラン系 B ではかぶり 30mm では-242mV，

かぶり 50mm では-263mV が含浸面で測定される際の腐食判定閾値の推定値である．今後より腐食が進行す

ることで，その閾値は変動すると考えられるため，今後も継続して測定を行っていく予定である．一方の，

けい酸塩系の含浸面と非含浸面で測定された自然電位はかぶりに関らずバラツキが生じているが、無塗布供

試体と同様の傾向を示しているため，従来の腐食判定の閾値を用いることができると考えられる． 

まとめ 

本研究で得られた知見をまとめると以下の通りである． 

1. シラン系では，自然電位が貴な値として測定されるため，従来の腐食判定の閾値を適用するのが難しい

と考えられた．そして，自然電位への影響は，含浸深さよりも撥水性能が支配的であると考えられる． 

2. けい酸塩系の場合には，自然電位にバラツキがみられるが，従来の腐食判定の閾値を適用できると考え

られた． 
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図－2 かぶり深さ 30mm の自然電位 

   

図－3 かぶり深さ 50mm の自然電位 
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表－2 含浸面の腐食電位予測 
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